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SJCDでは元来、犬歯誘導咬合が咀嚼筋の負担において都合が良いとさ

れている。しかし、その場合、臼歯部はどのくらいディスクルージョン

させたらよいかということは、どこにもうたわれてなく、実際	
 の臨床

では、個々の歯科医師、歯科技工士の考え方や技量で行われている。	
 

	
 私はそれを客観的に患者の口腔内で構築できる 	
 Functionally	
 

Discluded	
 Occlusionという咬合様式を桑田正博先生から教えていただ

いた。この咬合様式は、	
 側方運動時における上下顎歯の接触滑走は作

業側の犬歯に求め、下顎臼歯の頬側機能咬頭切縁と上顎臼歯作業側内斜

面との、機能的な接近度合いを、咀嚼ストロークの範囲内で適切に計画

するとともに、非作業側においては、上下顎臼歯非作業側内斜面と対合

する咬頭との機能的な離開度合いをケース固有の角度によって、適切に

計画するというものである。	
 	
 

	
 今回のケースプレゼンテーションの患者は、６１歳女性、初診日は

2008年の8月１日、上顎ブリッジの動揺が主訴で来院した。全身的な既

往は特になし。	
 初期治療後、下顎の前歯部の矯正を行い、最終的にFGP

テクニックを用いて作業側臼歯部を機能的に接近させて、また非作業側

を機能的に離開させる咬合を構築した。	
 

	
 特にFGPテクニックについて詳しく解説する。	
 


